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視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 

(平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月３日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①次期新学習指
導要領の改訂
に向けたカリ
キュラムの研
究・編成に取
り組む。 

 
 
 
 
②生徒の主体的
に学ぶ意欲を
引き出すとと
もに確かな学
力を育む。 

①新カリキュラム
の編成に取り組
む。 

 
 
 
 
 
 
 
②生徒が主体的に
学ぶ授業研究を
進める。 

 
 

①カリキュラム検討委員会
を中心に、各教科と連絡
を密にして、本校のコン
セプトをまとめ、各学年
における科目配置、単位
数をまとめる。 

 
 
 
 
②授業観察期間、基本研
修、研究授業等を通じ
て、教員相互の授業研究
を進め、研究成果を職員
で共有し、授業改善を進
める。 

①新学習指導要領の研
究から新カリキュラ
ムに対する理解が深
まり、本校のコンセ
プトが定まったか。
また、各学年におけ
る科目配置や単位数
の検討が進んだか。 

 
 
②生徒による授業評価
における、生徒の主
体的な取組に関する
項目や、家庭学習時
間などに関する調査
において評価が向上
したか。また、夏期
講習や通年補習への
参加数が増加した
か。 

①カリキュラム検討委
員会を組織し、本校
のグランドデザイン
をもとに厚木東スタ
ンダードという形に
本校のコンセプトを
まとめた。また、各
学年における科目配
置、単位数の大枠を
まとめた。 

②授業以外で主体的に
学習に取り組む生徒
は全体で５～６割程
度にとどまってい
る。夏期講習は全体
で昨年と同数の 28 講
座設定できた。実受
講者数は増えたが、
のべ受講者数は少し
減った。 

①新たなカリキュラムの
大枠は決まったが、細
部について検討すべき
ことが残っている。ま
た、各教科・科目の指
導計画も進める必要が
ある。 

 
 
 
②授業への意欲的な取組
という点では評価でき
るが、授業以外の場で
主体的に学習活動へと
向けさせる手立ての研
究を進める必要があ
る。また、夏期講習に
ついてはさらに受講者
を増やす工夫が必要で
ある。 

①厚木東スタンダ
ードというコン
セプトをまとめ
た点はとても良
い。内外にしっ
かりとアピール
していただきた
い。 

 
 
②教員相互の研修
の充実が図られ
て授業改善が進
められたのは良
いことである。
生徒自身が学ぶ
意欲を持ち、仲
間や先生との対
話を通して広く
学び考える授業
が展開されるこ
とを期待する。 

①厚木東スタンダードと
いう本校の目指すコン
セプトをまとめあげ
た。それに沿って生徒
に身に付けさせたい力
を検討し、新たなカリ
キュラム案をまとめ
た。 

 
 
②教員相互の授業参観や
近隣への公開授業、研
究授業を通して授業改
善を進めた。また昨年
度、活用を進めていた
グーグルクラスルーム
について、臨時休業で
全校での使用の体制が
整った。これをさらに
主体的な学びに活かし
たい。 

①新カリキュラム案
をさらに検討して
完成させていく。
また、再編統合に
向けてのカリキュ
ラムの検討を進め
る。 

 
 
 
②教員相互の授業見
学や研究授業を通
して、さらに授業
研究を続ける。異
なる教科間での意
見交換を行い、生
徒の主体性を育む
授業について職員
間で認識を共有す
る。 

２ 
生徒指導・

支援 

①部活動や生徒
会行事の活性
化を通して生
徒の主体性を
育む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒個々に応
じた組織的な
支援体制を確
立させるとと
もに充実させ
る。 

①行事、部活動、
委員会活動など
多様な生徒の活
動を生徒会本部
役員の生徒が主
体となって取り
まとめさせ、各
活動が充実する
ような職員の支
援体制を整え
る。 

 
 
②欠席しがちな生
徒や気になる生
徒の状況や課題
を早期に把握し
組織的に対応し
支援体制の確立
を図る。また、
いじめは絶対許
さないというメ
ッセージを機会
あるごとに周知
し、いじめの未
然防止を図る。 

①生徒会本部役員生徒を中
心に各委員長、部長の会
合を定期的に実施し、生
徒の多様な活動を定期的
に振返り、情報共有する
機会を充実させる。行事
では各生徒が主体的に計
画を立て、取組むよう指
導する。 

 
 
 
 
②欠席状況や生徒の様子を
学年会等で共有し必要に
応じてスクールカウンセ
ラーを活用したりケース
会議を開催するなど個々
に応じた支援を組織的に
行う。また、いじめの防
止について、ＨＲや学年
集会等で周知するととも
に、個人面談やアンケー
トを通していじめの早期
発見・早期対応に努め
る。 

①各委員長、部長等に
よる生徒を中心とし
た生徒会のカリキュ
ラムマネジメントが
進んだか。行事アン
ケートでは主体的な
取組に対する肯定的
な回答が増えたか 

 
 
 
 
 
②支援が必要な生徒に
ついて教員間で情報
共有し組織的に支援
できたか。また、い
じめ防止の取組につ
いて生徒や保護者に
十分周知できたか。
そして、いじめのア
ンケート結果に応じ
て迅速・適切な対応
ができたか。 

 
 

①委員長、部長は定期
的に会合を実施し、
振り返りや情報共有
を行った。全校生徒
については行事アン
ケートでの主体的な
取り組みに対する肯
定的な回答が減少し
た。 

 
 
 
 
②スクールカウンセラ
ーの来校が毎週にな
ったことに伴い生徒
、保護者ともに相談
件数が昨年度より増
え、組織的・継続的
な支援ができた。い
じめのアンケートを
学期に１回実施し適
切に対応した。 

①行事アンケートにおけ
る生徒の主体的な取り
組みについて、肯定的
な回答が激減してお
り、生徒のあり様が変
わってきている。従来
の生徒に委任する指導
方法から見直しが必要
である。今後、効果的
な指導助言体制や役員
以外の生徒も主体的に
取り組める仕組みを職
員全体で進める。 

②SC 面談が多く入り教育
相談の定期的な打合せ
が十分に確保できない
時があった。そこで、
必要に応じて、関係者
で柔軟にショート打合
せを実施する。アンケ
ート以外からの相談も
あった。学校生活全般
を通して生徒の様子を
みていくとともに教員
研修を継続していく。
また、相談窓口の案内
を常時掲示していく。 

①主体的な取り組
みに対して肯定
的な回答が減少
しているが、個
人の好みの多様
化や価値観の相
違などの影響が
考えられる。今
後、意識調査や
教育課程との連
携などきめ細か
い支援が必要で
あろう。 

②引き続き生徒の
ニーズに合わせ
て対応していけ
るとよい。支援
の必要な生徒に
対して、先生方
からも積極的に
声をかけ話をし
ていただきた
い。学習、学校
生活上の悩みな
どのアンケート
も実施してはど
うか。 

①生徒会本部役員生徒が
リーダーシップを発揮
し、生徒が主体的に生
徒会組織を改善してい
く様子が見られた。し
かし、様々な活動で個
々の生徒の意識とリー
ダーとなる生徒の意識
との間にギャップがあ
り全体的な自己肯定感
が低下している。 

 
 
②欠席しがちな生徒や気
になる生徒について学
年やグループで情報共
有し組織的に対応した
。ＳＣ面談が増えた一
方、情報共有が遅くな
ったケースもあった。
早い時期から全教職員
で相談体制の目的と内
容を確認し、生徒の状
況把握に努め、生徒支
援に向けて早期対応し
ていくことが大切であ
る。いじめに関するア
ンケートを定期的に実
施した。 

①一部の生徒が決め
たルールや、行事
運営を生徒個々人
の活動につなげる
。少数の意見や全
体を見据えた計画
を立てさせ、生徒
どうしの議論や情
報伝達の方法につ
いて様々な方法を
指導する。 

 
 
②４月当初より全教
職員に教育相談体
制について周知し
共通意識を持つ。
また、学年担当者
が中心となって支
援が必要な生徒の
情報共有を行い、
ＳＣ面談やケース
会議を行うなど、
早期対応を心掛け
る。いじめに関す
るアンケートの内
容を検討しながら
今後も定期的に実
施していく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 
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３ 
進路指導・

支援 

３年間を通じた
体系的なキャリ
ア教育を通し
て、進路意識の
向上を図り、主
体的に学ぶ意
欲、豊かな人間
性および社会性
を育み、自己実
現を支援する。 

①生徒一人ひとり
が、自己理解を
深め、将来を見
据えて行動でき
るよう進路意識
の向上を図る。 

 
 
 
 
 
 
②自己にあった入
試方法を選択さ
せ、生徒の第一
志望が達成でき
るようサポート
する。 

①総合的な学習（探究）の
時間の中心テーマを「キ
ャリア探究」と定め、生
徒が自己の生き方や在り
方、将来について考えら
れる主体的学習を計画的
に実施する。 

  
 
 
 
 
②新入試への対応を含め、
様々な情報提供を行う。
また模擬試験やインター
ンシップを有効活用でき
るよう充実を図る。面談
等を活用し的確なアドバ
イスや支援を行う。 

①生徒が自己の生き方
や在り方を考え、進
路に向けての具体的
な行動をとり、進路
意識を図り、目標を
明確に定められた
か。 

 
 
 
 
 
②適切な情報提供を行
い、生徒が自己にあ
った入試方法を選択
し、生徒の第一志望
を達成させることが
できたか。また模擬
試験やインターンシ
ップの参加率が昨年
度より増えたか。 

 

①総合的な学習（探
究）の時間を中心に
進路講話、体験活動
等、計画的にキャリ
ア学習を行った。Ａ
Ｏや推薦を希望する
生徒が増加傾向にあ
り、面接指導、小論
文指導を学年・教科
と連携して行った。 

 
 
②様々な方法で進路に
関する情報を入手し
必要に応じて生徒や
保護者に情報を提供
できた。一般受験を
避ける生徒が増加傾
向にあり、模擬試験
の参加率は減少し
た。一般受験の生徒
は苦戦する状況にあ
った。 

①進路に向けての生徒の
やる気を引き出すこと
はできているが、継続
的、主体的な行動には
まだ不十分である。総
合学習の内容を精選す
るとともに、学年・教
科と連携し指導を行っ
ていく必要がある。 

 
 
 
②３、４年前と入試状況
が激変し、進路に関し
て生徒には難しい判断
が迫られる時期になっ
ている。また来年度か
ら新入試制度がはじま
りきちんとした対策を
とっていく必要があ
る。情報を入手し、早
い段階から進路に向け
ての行動がとれるよ
う、指導を計画実施し
ていく必要がある。 

①受験方法として
推薦やＡＯの希
望者が増え、よ
り多様化するこ
とが想定され
る。対応するた
め教員の研修等
も有効である。
総合学習でキャ
リア教育に力点
を置いている点
は大変よい。 

②新入試に向けて
の準備、対応を
今後も継続する
とともに、2022
年度には成人年
齢も 18 歳になる
予定である。精
神面の成長を図
るべく、主体的
に社会に参画で
きる力を育てて
ほしい。 

①総合的な探究の時間を
計画的に配置し、自己
の生き方や在り方につ
いて考え、進路意識の
向上を図ることができ
た。目標に対して、具
体的にどう行動してい
くのかを考えさせ、実
行させていくことが課
題である。 

 
 
②昨今の入試状況の変化
や、新入試に向けての
情報収集を行い、必要
な情報を講演会や進路
通信等で生徒や保護者
に提供できた。来年度
から総合型選抜、学校
推薦型選抜、一般選抜
と入試制度が変わる。
生徒が早めに目標を定
め、進路に向けての行
動がとれるような指導
が今後も必要である。 

①探究的な学習を計
画的に配置し、自
己や社会、職業、
地域について考え
させるとともに、
各教科が連携し情
報交換を密に行
い、生徒が主体的
に学べ、行動でき
るようサポートし
ていく。 

 
②３年生は目の前に
迫った入試対策
を、進路グ ルー
プと学年、教科が
連携して指導す
る。また、入学か
ら卒業までを見通
して進路計画を立
て、生徒が準備を
十分に行い、目標
に向けての行動を
とれるようサポー
トしていく。 

４ 
地域等との

協働 

①地域と連携
し、地域から
信頼され、地
域に開かれた
学校づくりに
取り組む。 

 
 
 
 
 
 
②地域貢献等を
通して、生徒
の自己肯定
感、自己有用
感を高める。 

①王子地区自治会
と協働し、防災
体制の確立に努
める。 
 
 
 
 
 

 
 
 
②公民館と連携
し、生徒との活
躍の場として活
用すると共に、
地域の自治活動
にも積極的に協
力する。 

 

①生徒の防災委員を中心に
王子地区防災訓練（避難
所開設訓練）に積極的に
参加し、避難所開設の体
制を整える。 
 
 

 
 
 
 
 
②公民館を通じて生徒活動
の情報発信を行う。ま
た、自治会等との連携を
深め協働活動の件数を増
やす。 

①地区防災訓練に積極
的に参加できたか。
避難所開設の体制を
構築できたか。 
 
 
 
 

 
 
 
 
②生徒は活動を地域に
発信できたか。自治
会等への協力件数は
増えたか。 

①避難所開設訓練の運
営について地域自治
会と厚木商業高校と
検討を重ね、11 月に
避難所開設訓練を実
施した。 

 
 
 
 
 
 
②今年度は公民館との
連携事業を新規に開
拓した。回覧板を活
用した地域への情報
発信が定着した。 

①各所で災害が頻発 
する中、実際にそのよ
うなことが起こった場
合、速やかな対応がで
きるか。その対応とし
て、地域自治会、関連
機関との連携を深める
ことが必要である。 

 
 
 
 
②文化部の発表や地域ボ
ランティアの活動を充
実させる。また、地域
と協働して行える取り
組みを増やしていく。 

①地域に密着した
取り組みとして
避難所開設訓練
は、生徒の社会
性の育成のみな
らず、地域の本
校に対する理解
を深める機会で
もあり、継続的
に進めていただ
きたい。 

 
②自治会への「回
覧」による生徒
会新聞等の広報
に親しみを感じ
る。一部の生徒
だけでなく多く
の生徒に参加の
機会を増やして
ほしい。 

①避難所開設訓練は、地
域の方々と厚木商業高
校の職員・生徒と本校
の職員・生徒の共働の
なかで、信頼関係が築
くことができた。た
だ、避難所を開設する
場合、夜間、休日の対
応を検討しなければな
らない。 

 
 
②公民館との連携事業は
コミニティスクールと
して地域、生徒の双方
の活動を活性化し充実
した取組であった。生
徒の成長や進路に活か
せるよう実績の整理が
必要である。 

①夜間、休日に避難
所を開設すること
も想定し、市役所
等の連携を深め
る。 

 
 
 
 
 
 
 
②今後も生徒会が自
治会との連携を継
続できるよう支援
する。多くの生徒
が積極的に参加で
きるよう声かけや
募集を行う。参加
した生徒が地域連
携活動を振り返る
機会を持てるよう
指導、支援する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

生徒が安全・
安心に、また
快適に過ごせ
るよう教育環
境の整備を進
める。 

 
 

施設・設備の
老朽箇所、危
険箇所の状況
を把握し、そ
の改善に努
め、安心・安
全・快適な教
育環境を整え
る。 

 

生徒の整美委員と協働
し、施設・設備の老朽箇
所、危険箇所のデーター
ベースを作成し、生徒の
意見を取り入れながら最
適な教育環境づくりを進
める。 

データーベースを作
成し、施設の改善及
び教育環境の整備が
できたか。 

生徒は備品や施設を
大切に使っており、
美化意識を持って積
極的に清掃活動に取
組んだ。また、整美
委員が 4・5 月に校内
要修繕箇所を調査、
検討し、廊下の掲示
板クロスの張替えを
行った。 

学校施設の老朽化が目
立ち、特にトイレの悪
臭、教室のＰタイルの
はがれは、早急に修繕
する必要がある。 
事務と密接に連絡を取
り対応したい。 

学校施設の老朽化
は、優先順位をつ
けてきちんと対応
していただきた
い。トイレの改善
は急ぎの課題であ
る。 

学校施設の修繕箇所のデ
ーターベースを作成し、
順次修繕することができ
た。ただ、老朽化した施
設が多く、これからも、
修繕を行う必要がある。 

事務担当と連絡を取
りながら、優先順位
の高い箇所から、修
繕をしていきたい。 

  


